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中国の福祉に関する態度構造 
―介護に対する若者の意識や態度― 
 
永石 喜代子 
 
The structure of attitude for the Chinese welfare 
－Consciousness and attitude of young people for the care－ 
 
Kiyoko NAGAISHI 
 
 
We have the similar situation seriously in Japan about the issue of welfare in China. 
Keeping away from the care is particularly serious among the young people in Japan, 
and the employment of foreigner for the care was suggested in the part, but there were 
many problems in the welfare spot, and there is a tendency to avoid them. 
So I think that there may be some differences of not only the culture but also the attitude 
toward the care. 
Therefore, as the result of survey for Chinese students about the consciousness and 
attitude of young people for the care, the following became clear. 
On the result, I could find the influence of one –child policy in the urban area in China, 
but there was little influence in the farm area in China. 
It tells that the young people’s interest about the care was high in China, and they 
considered about the issue of senior citizen. 
There were students, who filled in the bad working conditions, the lack of the worth 
doing, and the bad employment in this field. 
Though there were students who demanded new policy and public assistance from 
Chinese government, the traditional home care and the concept of self-help effort stayed 
yet, even today. 
 
Keyword：China・care・yang people・ structure of attitude・Personal Attitude Construct 
キーワード：中国・介護・若者・態度構造・ＰＡＣ分析 
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はじめに 
社会の高齢化は先進国に限らず東アジアの国々においても深刻である。人口規模が世界一の
中国では 65 歳以上の高齢者人口が 2050 年には 3 億人を越えると予想されている１）。中国の社
会発展統計 2004 によると、全国総人口は 12 億 9,988 万人で、高齢化率 7.6％となり、WHO の定
義による「高齢化社会」に突入した段階である２）。中国では 1979 年の「一人っ子政策」により
中国の出産率は急速に低下し、人口の高齢化が一段と進行した 。また、先行研究では中国の若
者の介護に対する意識は変容していると論じられている。しかし筆者は、中国の農村、山岳部
においては今なお、伝統的な家庭養老の介護意識が残っているのではと考える。また、その若
者の福祉や介護観を理解するには、中国の若者の介護に対する態度の実態を明らかにすること
が重要であると考える。 
一方、日本における若者の介護離れは深刻である。一部では外国人の雇用が提案されるが、
現場では文化の違いなどからくる課題が多く敬遠しがちである。しかし、そこには文化の違い
だけではなく、介護に対する態度構造の相違点があるのではと考える。 
そこで本研究では、中国の農村、山岳部の若者の介護に対する意識や態度を明らかにすると
共に、個人別態度構造分析（ＰＡＣ分析）を用いて日本および中国の若者の介護に対するイメ
ージ構造を明らかにし、介護意識の形成に与える高齢者観との関連性を探る。 
 
１． 中国の福祉に関する社会的背景 
１．１．中国の高齢者介護に関する問題 
中国の高齢化に関する先行研究では、中国の介護問題は大きく取り上げられている。特に、
高齢者人口の絶対数が大きいこと、高齢化のスピードが日本に次いて早いこと、福祉対策の地
域格差が大きいこと、経済成長する前に高齢化が進行していることなどから、中国の高齢者福
祉の現状は、21 世紀最大の課題であると示唆されている 3）。 
今日までの中国の介護は、伝統的な家庭養老、自助努力と責任によって対処され、親は子か
らの孝行の対象であり、老人は豊かな経験と知恵をもった尊敬されるべき存在であった。しか
し、経済成長の過程で、大量の労働力が農村から都市へ流出し、都市化が進み、社会保障の制
度が不十分な中で、老親の扶養が困難となり社会問題化してきている。 
先行研究では前述したように、若者の介護に対する意識や態度が変容してきているといわれ
4－6)、その誘因に中国の少子化があり、1970 年に始まった一人っ子政策や、経済発展に伴う農
業以外の収入増加による家庭内労働力の重要性の低下等がある。さらに、高齢化は経済成長に
伴う医療技術の向上、公衆衛生の発展に伴う死亡率の低下などによるものであると考えられて
いる。 
 
１．２．中国の親の扶養に関する義務と施設状況 
 中国の親の扶養義務については、中国の憲法第 49 条に「親は未成年の子を扶養する義務が
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ある。成人した子が親を援助し、扶養する義務がある」と規定されている。また、高齢者の定
義は、日本では 65 歳上であるが、中国では 60 歳以上である。さらに「中華人民共和国老人権
益保障法」では、社会保障は教育、社会参加、施設整備等の高齢化対応に関する基本的な考え
方が規定されている。第 10 条では「老人扶養は主に家庭に頼り、家族が老人に関心を寄せ、家
族が老人の世話をしなければならない」と記されている 7）。  
 中国の福祉施設の状況は、2006 年度現在、高齢者施設は全国で 38,097 施設、小規模で施設
は数が少ない。中国は年金制度があるも、都市部だけで農村地帯ではほとんど存在しない。 
 中国の高齢者施設を表１に示した 8）。中華人民共和国民生部より、５つの施設区分がある。 
 
表１ 中国の高齢者施設 
老年社会福利胤（Social Welfare institution for the Aged） 
国が出資・運営・管理する。総合的に三無高齢者、自立高齢者、要介助高齢者、要介護高齢者
を受け入れ、晩年を無事に過ごすことができるよう設置する社会的養老サービス機構。 
敷地内に生活、レクリエーション、リハビリ訓練と医療保健等のサービス施設がある。 
養老院或老人院（Homes for the Aged） 
自立高齢者を専門的に受け入れた場合、もしくは自立高齢者、要介助高齢者、要介護高齢者を
受け入れ、晩年を無事に過ごすことができるように設置する社会的養老サービス機構。 
敷地内に生活、レクリエーション、リハビリ訓練と医療保健等のサービス施設がある。 
老年公寓（Hostels for Elderly） 
高齢者の体力と心身の特徴に合わせて作られたアパート式高齢者住宅。飲食、清潔衛生、レク
リエーション、医療保健等のサービスがある。 
護老院（Homes for Device-alded Elderly） 
要介護高齢者を受け入れ、晩年を無事に過ごすことができるように設置する社会的扶養サービ
ス機構。飲食、清潔衛生、レクリエーション、医療保健等のサービスがある。 
敬老院（Homes for the Elderly in the Rural Areas） 
農村部に暮らす三無高齢者と一般高齢者を受け入れ、扶養し、晩年を無事に過ごすことができ
るように設置する社会的養老サービス機構。敷地内に生活、レクリエーション、リハビリ訓練
と医療保健等のサービス施設がある。 
     出所：中華人民共和国民生部「老年人社会部権利機構基本規範」8) 
 
２．研究の概要 
２・１．研究方法．対象．時期 
２．１．１．【第１調査】：自記式質問紙調査 
2008 年３月、中国山岳部の若者（医療、看護、介護を含む職業訓練専門学生）300 名を対象
に自記式質問紙調査を実施し、先行研究（「丁珂の日中比較調査」）9）との比較検討を行った。
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質問紙調査票の原案は日本語版とし、その後中国語翻訳を行った。調査項目は先行研究、丁珂
（日中比較調査）「大学生の高齢者扶養意識の現状の課題に関する研究」10）の調査項目を参考
に、質問項目は兄弟数・高齢者福祉への関心度、同居別居意義・経済扶助意義・介護扶養の意
義・老親扶養の行政への希望・福祉サービス・高齢者の生活状況・高齢者のイメージなどの 25
項目とした。 
 
２．１．２．【第２調査】：個人別態度構造（ＰＡＣ分析） 
 PAC 分析の PAC とは個人別態度構造（Personal Attitude Construct）の略称であり、個人別
に態度構造を測定する方法である。テーマに関する自由連想（アクセス）、連想項目間の類似度
評定、類似度距離行列によるクラスター分析、クラスター構造についての被検査のイメージや
解釈の聴取、検査者による総合的解釈を通じて、個人ごとに態度・イメージ構造を測定する方
法である 11）。 
第２調査は 2010 年 9 月～12 月、中国の若者 2 名、日本の若者 4 名を対象に介護に対するイ
メージ構造について PAC 分析を実施した。その中から調査に必要な日本語能力を取得している
中国人学生１名と、本調査に協力を得た日本人学生１名を抽出し比較検討を行った。 
分析はHALWINによるクラスター分析を実施した。調査手順はPAC分析の手順に従って調査し、
刺激語として以下の文章を与え教示した 12）。 
 
表２：ＰＡＣ分析の【刺激語】 
 
 
 
 
 
思い浮かばなくなるまで自由連想し、その言葉をカードに記入する。その後カードを被調査
が重要だと感じる順に並び替え順位を記入する。次に、カードに書かれた自由連想の言葉やイ
メージ同士が、直接的なイメージでどの程度似ているか、その近さの程度を７段階尺度で評定
する。この回答を基に各イメージ間の類似度距離行列を得て、クラスター分析（ウォード法）
で処理し、デンドログラムを作成した。このデンドログラムに対する解釈を自由記述、面接法
で求めた。同時にそれぞれの連想項目のイメージについて、プラスイメージの場合は（＋）、
マイナスイメージの場合は（－）、どちらともいえない場合は（０）の記号で記入した。 
 
２．２．調査の倫理的配慮 
調査の倫理的配慮は、回答学生が特定されないように無記名の任意調査とした。また、デー
タは統計処理され本研究以外には使用しないことの倫理的配慮をおこなった。 
高齢者の介護について、あなたはどのようなイメージを持っていますか。思い浮かんだ言
葉やイメージを、思い浮かんだ順に番号をつけてカードに記入してください。言葉でも短い
文でもかまいません。 
 95 
３． 結果と考察 
３・１．質問紙調査の結果（第１調査） 
３・1. １調査回答者の属性 
中国（農村・山岳部）の調査の回答は 300 人の学生を対象とし、250 人の学生から回答を得
た（回答率 83.3％）。その中で有効回答 248 人を分析した。年齢構成は 13 歳から 26 歳で、平
均年齢 17.95 歳（SD は 1.85）であった。性別は男性が 28 人（11.3％）、女性が 220 人（88.7％）
であった。 
３・1・２.兄妹の人数  
中国（農村・山岳部）の調査では、兄妹の人数は１人が 41.1％、２人が 39.5％であった。全
体の８割は１～２人の兄妹であった。また、３人が 12.1％、４人以上の兄妹は 7.3％であり、
４人以上の兄弟が 7.3％であった。以上の数字から見ると、中国（農村・山岳部）では「一人
っ子」政策の影響はみられず、２人兄弟が１人兄弟と同等の数値であり、数としては少ないが
３人、４人以上の兄弟をもつ学生もいて政策とは関係なく、労働者として多くの兄弟をもつも
のもいたと考えられる。 
３・１・３.高齢者福祉への関心 （図１） 
学生の高齢者への関心は、「ある程度関心がある」が 57.7％を占め、「とても関心がある」
の 30.2％を合わせると、９割の学生が介護に関しての関心を持っていているという関心度の高
さが明らかとなった。中国の若者は、介護に関心をもち中国の福祉を真剣に考えているといえ
る。 
３・１・４.将来の進路 卒業後の進路をどう考えていますか？（図２） 
調査対象の若者は医療、看護、介護を専攻する学生を含む職業専門学生であることから、半
数が医療現場に進路を希望していた。残り半数は介護、福祉管理現場を希望していた。職業専
門学生であることから当然の結果であった。しかし、その中でも将来の進路を介護現場は避け
られているようで、介護の現場で働いてみたいという学生は３割で、多くは医療現場や介護管
理現場へ就職を希望していた。この結果より介護現場には抵抗があると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図１ 高齢者福祉への関心               図２ 将来の進路 
7.7%
57.7%
30.2%
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３・１・５.将来、介護現場で働きたいと思いますか？ （図３） 
８割の学生は、「将来、介護現場で働きたいと思う」と答えていた。特に強く思っている学生
は３割であった。その一方で、あまり思わない学生が１割いた。将来の進路では介護現場は
27.8％であったが、将来、介護現場で働きたいですか？と聞かれると、一度は福祉現場で働き
たいと考えていることが読み取れる。 
３・１・６.介護現場で将来は「働きたい」と思う理由 （図４） 
介護現場で将来、働きたいと考えている学生のその理由は「介護が好き」が 68 人(32.4)、「介
護はやりがいがある」が 66 人(31.4)であった。また、「経済的理由」が 30 人（14.3）で「仕事
が楽しそう」「雇用条件が良い」という理由が続く結果であった。この数値からは「介護が好き」
「介護はやりがい」と６割以上が介護現場への好意的な感情を示していた。  
 
 
 
 
 
 
 
図３ 介護現場で働きたいと思いますか？      図４ 介護現場で働きたいと思う人の理由 
 
３・１・７.将来、介護現場で働きたいとは「あまり思わない、全く思わない」理由（図５） 
将来、福祉現場で働きたいと「あまり思わない」「全く思わない」を「働きたいと思わない群」
とすると、その理由は、「やりがいが無い」が働きたいとは思わない群の 36.8％、「何となく働
きたいと思わない」が 26.3％であった。給料が安い、雇用条件が悪い理由を挙げる学生もいて、
介護現場を避ける理由が示された。 
 
３・１．８.中国の高齢者問題をどう考えますか？(図６) 
中国の介護問題について、「非常に深刻である」(30.2％)、また「深刻である」（55.6％）を合
わせると、８割以上の学生が深刻に受け止めていた。介護に関する情報が十分ではないと思わ
れる農村、山岳部の学生ではあるが、自分の国の高齢者問題、介護問題を深刻にとらえている
ことが明らかとなった。しかし、一方では、「あまり深刻とは思わない」2.8％、「全く深刻には
思わない」4.6％と 7.4％の学生が深刻には受け止めていない。さらに「分からない」6.5％と
医療、介護の職業専門学校に属する学生においても困惑している状況が読み取れる。 
 
３・1・９.老人福祉サービスに関する行政への希望 (表 2) 
老人福祉サービスに関して行政への希望に関して 8 割強の学生が希望している。一方「わか
31.4%13.3%
14.3% 32.4%
6.7% 1.9%
やりがいがある
介護が好き
経済的理由
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なんとなく
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らない」や「いいえ」との回答に高い傾向がみられたのが、雇用条件である。中国における雇
用条件については学生にとっては不確かなものとなっているといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 介護現場で働きたいとは思わない理由      図６ 中国の高齢者問題をどう思うか 
 
３・1・10.高齢者の生活の状況 (表 3) 
 中国（農村・山岳部）の質問紙調査では高齢者を 60 歳以上と思っている若者が 52.4％、65
歳以上が 35.5％と８割強が回答していた。一般的に中国では高齢者は 60 歳以上、日本では 65
歳以上を示していたが、知識としてはある程度持っていると考えられる。 
 
表２ 老人福祉に関する行政への希望 （％）ｎ＝248      
    
はい いいえ 分らない
①在宅サービス 216 (87.1) 10   (4.0) 22   (8.9)
②施設サービス 221 (89.1) 14   (5.6) 13   (5.2)
③介護員ヘルパー 203 (81.9) 29 (11.7) 16   (6.5)
④養成制度充実 209 (84.3) 23   (9.3) 16   (6.5)
⑤雇用条件 190 (76.6) 27 (10.9) 31 (12.5)  
 
表３ 何歳以上が高齢者だと思うか （％）ｎ＝248 
    
60歳以上 65歳以上 70歳以上 75歳以上 80歳以上
130(52.4) 88(35.5) 23(9.3) 3（1.2） 4（1.6）   
 
３・1・11.どの時期、どの状態が高齢者と思いますか？（表4） 
中国（農村・山岳部）の質問紙調査では、高齢者の状態、イメージについて、「介護が必要
な時期」が71.4％、「身体が不自由」が66.9％と高い数値を示した。続いて「年金受給」が62.5％
であった。しかし、「高齢者とは思わない」と「いいえ」を選択した学生も多く、高齢者の状
態や時期の判断には個人差が大きいと考える。 
 
３・1・12.世代間の交流についてどう考えますか？(表5) 
 中国（農村・山岳部）の質問紙調査では世帯間の交流を、「交流したい」と回答した学生は164
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人（66.1％）であった。一方、余り交流したくないと回答した学生は40人 (16.1％)、「どちら
でもよい」とした学生は44人（17.7％）であった。積極的に交流したいという学生の意思やど
ちらでも良いとの曖昧な回答をしているなど、高齢者の介護に関心はあるものの積極的に交流
したい、行動したいという意思は弱いと考える。 
 
 表４ どの時期、どの状態が高齢者と思うか   （％）ｎ＝248 
 
はい いいえ 分らない
①身体が不自由 166 (66.9) 65 (26.2) 17 (6.9)
②年民受給 155 (62.5) 78 (31.5) 15 (6.0)
③子どもに養われる 121 (48.8) 112 (45.2) 15 (6.0)
④配偶者と死別 92 (37.1) 133 (53.6) 23 (9.3)
⑤介護が必要な時期 177 (71.4) 58 (23.4) 13 (5.2)  
 
 表５  世代間の交流に考え方  （％）ｎ＝248 
 
交流したい 余り交流したくない どちらでもよい
164(66.1) 40 (16.1) 44 (17.7)  
 
３・1・13.高齢者の生活は主として何でまかなえばよいと思いますか（表6） 
高齢者の生活は、家族が面倒を見るという考えは、86.7％が「はい」と答えていた。また、公
的年金は農村地域に充分に活用されていないが、半数の学生は公的年金でまかないたいと答え
ていた。さらに貯金、自分の収入で高齢者の生活をまかないたいと思っている学生は半分であ
った。このように、公的年金制度にも関心が広がっているが、まだ家族介護や自分の収入でま
かないたいと言う学生の気持ちが残っていると考える。 
 
３・1・14.高齢者は一般に優遇されていると思いますか？(表7) 
「高齢者は優遇されている」と「まあまあそう思う」を含めて９割の学生が「高齢者は待遇
されている」と思っていた。高齢者への優遇処置ができているとの認識が高いと考える。 
 
３・1・15.高齢者に差別や偏見があると思いますか？(表8) 
高齢者への差別や偏見について「ある」82人(33.1％)「多少ある」80人（32.3％）と６割強
の学生が差別や偏見があると思っている。前質問でほとんどの学生が高齢者は「優遇されてい
る」と思いながらも一方では、ほとんどの学生は、高齢者への差別や偏見があると思っている
ことが明らかとなった。具体的にどのような差別や偏見があるのか調査する必要があった。 
 
 
 
 
 99 
表６ 高齢者の生活は主として何でまかなえばよいと思うか。（％）ｎ＝248 
 
はい いいえ 分らない
公的年金 138 (55.6) 85 (34.3) 25 (10.1)
貯金・自分の収入 128 (51.6) 102 (41.1) 18   (7.3)
家族が面倒見る 215 (86.7) 14   (5.6) 19   (7.7)  
表7 高齢者は一般に優遇されていると思いますか？  （％）ｎ＝248 
そう思う まあまあそう思う あまりそう思わない そう思わない
184 (74.2) 42 (16.9) 15 (6.0) 7 (2.8)  
表8 高齢者に差別や偏見があると思いますか？ （％）ｎ＝248 
大いにある ある 多少ある 余り無い 全く無い 分らない
39 (15.7) 82 (33.1) 80 (32.3) 25 (10.1) 18 (7.3) 4 (1.6)  
 
３・1・16.高齢者のイメージについて(表9) 
高齢者のイメージは、「経験や知恵が豊かである」「健康的な生活習慣を実践している」「心身
が衰え健康面に不安が大きい」というイメージが７割の学生にあった。また、「古い考えにとら
われる」「時間に束縛されない」「社会に貢献している」「孤独である」などは６割の学生が高齢
者のイメージとして学生は捉えていた。社会に役に立っていないというイメージは５割強の学
生が「いいえ」と答えている。中国（農村、山岳部）では高齢者のイメージを身体的な不安は
あるが、経験や知恵があり、社会に貢献している人として高齢者の尊厳が保たれている。 
 
３・1・17.高齢者への今後の対応 (表10) 
 今後、高齢者は優遇すべきが８割、今のままでよいが１割弱の学生がいた。現代世代を重視
するという学生は6.5％であるが存在した。 
 
表9 高齢者のイメージについて     （％）ｎ＝248 
はい いいえ わからない
経験や知恵が豊かである 177 (71.4) 55 (22.2) 16　 (6.5)
古い考えにとらわれがち 156 (62.9) 63 (25.4) 29 (11.7)
時間に束縛されない 172 (69.4) 54 (21.8) 22 　(8.9)
健康的な生活習慣を実践している 175 (70.6) 45 (18.1) 28 (11.3)
心身が衰え健康面に不安が大きい 177 (71.4) 46 (18.5) 25 (10.1)
資産があり経済的に余裕がある 126 (50.8) 86 (34.7) 36 (14.5)
経済的に不安である 146 (58.9) 73 (29.4) 29 (11.7)
社会貢献している 168 (67.7) 52 (21.0) 28 (11.3)
社会に役に立っていない 80 (32.3) 142 (57.3) 26 (10.5)
孤独である 165 (66.5) 52 (21.0) 31 (12.5)  
 
表10 高齢者への今後の対応   （％）ｎ＝248 
優遇すべき 今のままでよい 現代世代の重視 分らない
203 (81.9) 21 (8.5) 16 (6.5) 8(3.2)  
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３．２． 中国（農村、山岳部）の結果と先行文献との比較検討（Ａ，Ｐ，Ｊ） 
３．２．１．兄妹の比較（表 11） 
兄妹の数は、山岳・農村地帯のＡ中国は、１人、２人兄弟がそれぞれ４割前後と多かった。都
市型のＰ中国の若者は、７割が一人っ子であった。日本は２人が約半数を占めていた。この数
値からは、中国の都市部では一人っ子政策の影響を受けた結果であり、中国の農村山岳部では
一人っ子政策は浸透していない結果であるといえる。  
 
表 11 兄妹の比較 Ａ中国・Ｐ中国・Ｊ日本 
（Ａ中国）：本研究（Ｐ中国）：丁珂（日中比較調査）（Ｊ日本）：丁珂（日中比較調査） 
 
  　　調査名　（年） 年齢 1人 ２人 ３人 ４人以上
　A中国　(2008年実施)   ｎ＝248 13～26歳 102 (41.1)  98 (39.5) 30 (12.1) 18 (7.3)
　P中国  （2007年実施）ｎ＝1,037 18～24歳 733 (70.7) 231 (22.2) 50  (4.8) 23 (2.2)
　 J 日本　 （2007年実施）   ｎ＝592 18～24歳 57 (9.7) 322 (54.4) 184 (31.0) 29 (4.9)  
 
３・２.２．同居意識 自分の親との同居についてどう考えますか？ （表 12） 
同居意識は、「出来れば同居」を選んだ学生は、Ａ中国（農村、山岳部）が 68.5％と一番高い
数値であった。それに比べてＰ中国（都市部）やＪ日本の学生は「出来れば同居」は１～２割
と）と低い数値であった。一方「行き来できれば別居」は、Ｐ中国やＪ日本では３割と高い数
値を示した。この数字からは、中国の地域差は大きく都市部の学生は同居を求めず、行き来で
きる距離での別居を選んでいる。これは日本の学生と同じ傾向を示すことが明らかになった。 
しかし、Ａ中国（農村山岳部）では、条件をつけながらも、出来れば同居したいと思っている。 
 
表 12 同居意識の比較 （Ａ中国）ｎ＝248：（Ｐ中国）ｎ＝1042：丁珂（Ｊ日本）ｎ＝592：丁珂（日中比較） 
できれば
別居
できれば
同居
　親が元気なうち別居
弱くなったら同居
親が一人になっ
たら同居
行き来できれば
別居でもいい
　考えたこと
がない その他
Ａ中国 21 (8.5) 170 (68.5) 　　　　45 (18.1) 　　3 (1.2) 　　2　 (0.8) 　　　7 (2.8) 0 　 (0)
P中国 142 (13.7) 228 (21.9) 　　　204 (19.6) 　31 (3.0) 　　337 (32.4) 　　81  (7.8) 19 (1.8)
Ｊ日本 99 (16.7) 74 (12.5) 　　　130 (22.0) 　21 (3.5) 　　201 (34.0) 　　51  (8.6) 16  (2.7)
 
３・２.３．年老いた親が自分たちの力で自立できなくなった場合、経済的扶養をしますか？
（表 13） 
「どんなことをしてでも経済扶養をする」がＡ中国（農村山岳部）の 185(74.6％)とＰ中国
（都市部）の 787(77.1％)であり、中国においての地域差はなく自分たちで扶養すると言う意
見が圧倒的に高い数値を示した。一方、日本の学生は、「生活力に応じて養う」が 338(58.0％)
と現実的、「どんなことをしても扶養する」は 24.4％と少ない。さらに、社会保障で扶養すべ
きは少なく、社会保障が進んでいる日本でさえも 30(5.1％)であり、社会保障を活用するには
至っていないことが判明した。 
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表 13 年老いた親が自立できなくなった場合、経済的扶養をしますか？ 
  
 
 
 
３・２.４．親が病弱または、寝たきりで、世話をするのが自分しかいないとき，どうします
か？（表14） 
親が病弱で寝たきりになった場合、「何をおいてでも自分が世話をする」はＡ中国（農村山
岳部）の63.3％が一番高い割合を示した。Ｐ中国（都市部）とJ日本の学生は４割で同じような
傾向を示した。また、「お金を支払って人を頼む」はＰ中国（都市部）の学生が３割強も存在
した。J日本の学生は「お金を払って」「施設に入れる」は少数であったが、「どうするかわか
らない」が３割強と中国とは全く異なる数字であった。日本の学生は現実と理想の狭間にいる
と考えられる。 
      表14 親が病弱、寝たきりのとき自分が世話をするか、どうするか。 
何をおいても自分が
世話をする
　お金を支払って
人を頼む 　施設にいれる
　どうするか
分らない その他
Ａ中国(山岳部)                    ｎ＝248 157 (63.3) 36 (14.5) 36 (14.5) 8    (3.2) 6 (2.4)
Ｐ中国(都市部)　n=1021 483(47.4) 393 (38.5) 30  (2.9) 29    (2.8)
Ｊ日本・大学 n=583 256(43.7) 54   (9.2) 58  (9.9) 217 (37.0)
 
4・１ 個別性の調査結果 
4・１・１ 被調査者 Aの分析結果と総合解釈 
 Aは留学生、中国人 18歳 女性 日本に来て２年目である。福祉学を学ぶ。中国の都市部
で育ち兄弟は２人。資料の調査手順に沿って実施した。調査結果は図６に示した. 
 
【 クラスター分析 ---- 基準：ウォード法 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
          図６ （中国）学生 A のデンドログラム 
1) 左の数字は重要順位 
2) 項目の後ろの（ ）内の符号は単独でのｲﾒｰｼﾞ 
距離 9.96
|----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  
８）
９）
１０）
７）
１）
５）
４）
６）
２）
３）
優しい（＋）
　偉いな（＋）
大変である（－）
　　辛い仕事（－）
　　　　　　　　　人の目（－）
 　熱心である（＋）
当然である（＋）
責任がある（＋）
　　　　大切である（＋）
楽しいこと（＋）
何をおいても自分が
世話をする
お金を支払って
人を頼む 　施設にいれる
どうするか
分らない その他
Ａ中国(山岳部)                     ｎ＝248 157 (63.3) 36 (14.5) 36 (14.5) 8    (3.2) 6 (2.4)
Ｐ中国(都市部)　n=1021 483(47.4) 393 (38.5) 30  (2.9) 29    (2.8)
Ｊ日本・大学 n=583 256(43.7) 54   (9.2) 58  (9.9) 217 (37.0)
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Aはこのデンドグラムを２つに分け次のようにクラスターを解釈した。【解釈のｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】 
 クラスター１は「優しい」から「当然である」の７項目：これはあたりまえのことです。介
護している人をみると優しさや、偉いな、熱心やな～と思います。楽しいとも思います。介護
できることは楽しみを与えてくれるじゃないですか。うーん。責任があるというか当然という
イメージですよね。私も当然、介護しますよ。自分の親じゃないですか。当たり前です。 
 クラスター２は「人の目」から「大変である」の３項目；これは、うーん、私の独り言とい
うのか、私のこころの叫びかな。親を介護していないと、悪い人間と思われるじゃないですか。
人の目が怖いですよね。介護しないと人の目は「何しているのだ？」といわれます。「悪い人間
に思われます。」でも、「つらい仕事」「大変である」と感じます。現実は厳しいですよね。２つ
のクラスターの比較は、似ているところは介護について重要なことだと思います。いいことも、
悪いことも、どちらも自分にとって重要なことです。介護は避けて通れませんから・・。違う
ところは、クラスター１は当然と思うことが出てきているかな。クラスター２は、よく考えて
みたらつらいよね、自分が人に何かいわれると嫌です。正直な気持ちかな？・・・。 
 以上のような結果から対象者Ａの総合的解釈を次のように考察する。 
クラスター１は「介護の必要性、重要性」として他人事ではなく自分の問題として捉えてい
る。また、介護は「大切で当然やらなければならないもの」として能動的に介護を享受してい
るのがわかる。それは教育や指導ではなく、中国における文化や伝統から身につけたものと考
えられる。クラスター１のイメージはプラスのイメージであり肯定的に介護を受け入れている
ことが読み取れる。 
 クラスター２は「人の目」から「大変」の３項目である。この項目では、介護は当然といい
ながらも、「もし、自分の親を自分で介護しないと回りの人には悪い人と言われる」、出来れば
楽をしたい。介護は大変で避けたいが他人の目が気になるという、クラスター１とは一見相反
する欲求が存在している。このクラスター１の項目はマイナスイメージで介護をどちらかとい
えば否定的に捉えている。総合的にみると、どちらも他人事としては捉えていない。自分の将
来を見据えて回答していることがわかる。介護のイメージも＋－を合計すると＋３であり、介
護イメージは肯定的に捉えられていることが明らかとなった。 
 
４・1・２ 被調査者 Bの分析結果と総合解釈 
 B は日本人学生で福祉を学んでいる。18 歳 女性 都市部で育ち 2 人兄弟である。祖父、祖
母との接点や高齢者とのふれあいも少ない現代的な女性である。資料の調査手順に沿って実施
した。調査結果は図７に示した. 
Bはこのデンドグラムを２つに分けた。２つのクラスターとして総合的解釈を行った。 
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【クラスター分析 ---- 基準：ウォード法 】 
距離 11.12
|----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  
２）
３） 　
６）
４）
８）
１）
７）
５）
９）
10)
大変（－）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未知の世界（０）
面倒くさい（－）
　　　　　　　　　悪い仕事ではない（＋）
　　　　　　　　　汚い（－）
　　　　　　　接点がない（０）
腰にくる（－）
疲れる（－）
口うるさい（－）
　　　　　　　先が短い（－）
 
 
 
 
B は次のようにクラスターを解釈した。【解釈のｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】 
クラスター１は「大変」から「汚い」の７項目である：介護のイメージは大変、疲れる、面
倒くさいと直に思ってしまった・・。きれいごとは言っていられないし・・。やはり大変だと
思って、私は無理・・。自由でいたいから、口うるさいのも嫌だし、面倒くさいよ。腰も痛め
るし、正直言って汚いのは苦手だし・・。このグループは、自分の正直なきもちかな。 
クラスター２は「悪い仕事ではない」から「未知の世界」の３項目：介護って正直言って私
には無理だと思うけれど、悪い仕事ではないよね。とても大切な仕事だと思うよ。でも自分と
は離れた世界だと思う。お年寄りの接点はないし、未知の世界だよ、私にとっては。私には考
えられない仕事かな。  
以上のような結果から対象者Ｂの総合的解釈を次のように考察する。 
クラスター１は「介護は大変である」とのイメージが大きい。介護は B にとっては、全く考え
られないイメージで、他人事のように考えていることが読み取れる。現在は考えられないと言
う印象が強く、受け入れられないと考えている。このクラスターのイメージは〔－、０〕のイ
メージである。 
 クラスター２は「悪い仕事ではない」から「未知の世界」の３項目である。この項目では、
介護が現実的に大変といいながらも、福祉を学び介護を学習することで、知識としては、「仕事
としては悪い仕事ではない」と認識している。現実的に自分が行うことは考えられない、その
理由、いいわけとして、「未知の世界」環境的にも「接点がないから」と自己分析しながら介護
のイメージを捉えている。また、現実的なイメージもなく、自分の事として積極的には捉えら
れていない。他人事のようにコメントしている。このクラスター項目は０のイメージである。B
は＋でも－でもないイメージで考えられていると推測できる。総合的に、介護をネガティブに
捉え、まだ現実的なものとして考えられない状況であった。この分析は、学生Ａの結果と比較
図７ 日本人 Bのデンドログラム 
1) 左の数値は重要度 
2) 各項目の後ろの（ ）内の符号は単独でのイメージ 
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すると、日本の学生Ｂは否定的に捉えている。これは日本の若者の介護問題を表現しているも
のと予測できる。 
 
5．まとめ 
中国における介護問題は、問題意識が高く多くの論文が発表されている。特に、中国の都市
化に伴い、介護施設の不足や、都市と農村地域との格差が大きな問題となっている。都市にお
いての調査は多いが、農村地域、山岳地域のデータが少ない 1３-1９)。今回の中国山岳部の調査
は、先行文献との比較と、個人調査のＰＡＣ分析から中国の地域差や、高齢者の態度構造を次
のようにまとめる。 
１．中国の都市部では一人っ子政策の影響が考えられるが、農村、山岳部では一人っ子政策の
影響は少なかった。Ａ中国(農村、山岳地帯)は、１人２人が多いが、３人、４人以上が１割程
度あった。しかし、先行研究のＰ中国の都市部のデータでは、１人っ子が７割と、徹底した一
人っ子対策が行われていることが明らかであった。 
２．今回の調査結果では介護に関する関心度が高く９割が関心を持っていた。関心度の高さは
就職の希望とつながっていた。対象者が職業訓練学生ということもあり、医療、介護関係に就
職を希望していた。しかし、介護関係では介護の管理職を望んでいた。介護現場からの介護離
れの現象が考えられた。介護に関心が高く、介護、医療を学んでいる若者にとっても、介護の
現場への就職は厳しいと考えられていた。 
３．将来、介護現場で働きたいと答えている若者の、その理由は、「やりがいがある」「介護が
好き」という、そのためには介護の充実を求めていた。しかし、一方では数はまだ少ないが、
「やりがいの無さ」や、「雇用条件の悪さ」などから、介護現場で働こうとは思わない学生が出
てきていることも明らかであった。 
４．同居意識について、中国の都市部のＰ中国と農村、山岳部のＡ中国とは、異なる結果であ
った。「できれば同居したい」と答えているのは、農村、山岳地域であるが、「行き来できる距
離で、別居」を希望しているのが、中国の都市型（Ｐ中国）や日本の若者であり。同じような
傾向が示唆されている。「スープの冷めない距離で生活すること」を選択してきている。 
５．中国の高齢者問題を深刻に考えている若者が多い。介護職としては「介護が好き」「やりが 
いがある」と言いながらも、一方では、労働条件の悪さや介護のやりがいのなさ、雇用条件の 
悪さを記入する学生もいた。しかし、日本の学生と異なり数は少なく、雇用条件や介護に関す 
る要求は今回の調査では確認ができなかった。福祉に対する国の政策を求める学生もいたが、 
ほとんどの学生は自分の親は自分でという考えが残っている。 
６．中国の介護状況と日本の若者が抱えている福祉問題には多くの共通点がある。介護にやり
がいを求めていながら、その労働条件の悪さで、介護離れが起こっている日本の現状は、中国
の都市地域の若者に共通している。 
７．中国では高齢者に対する、イメージや処遇に関しては、「経験や知恵を持つ」というイメー
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ジが強く、処遇は今後「優遇していくべきである」という意見が多く残されている。中国では
今なお、高齢者への意識、とらえ方は人を尊敬し、高齢者の人権を尊重していくという思想が
残されている。 
８．ＰＡＣ分析では中国の学生と日本の学生の分析から、全く異なる介護観が明らかとなった。
中国の介護観がプラスイメージ、ポジィティブに考えられるが、日本の学生はマイナスイメー
ジが強く、ネガティブ的な介護観が見られた。 
以上のように、中国の農村、山岳地帯の介護問題について、今なお、伝えられながら守られ
ていく福祉のあり方や、自分の親は何があっても家族で護っていくという思いは、今なお残さ
れていることが明らかとなった。しかし、都市地域や日本の若者との比較で明らかになったよ
うに、徐々に、日本型の介護に移っていくと推測される。しかし、その状況においても、中国
の農村、山岳部では残された介護観が若者に伝導されていることが態度構造、ＰＡＣ分析でも
一致した結果を得たことで、若者の福祉や介護に関する態度構造は若者の介護意識の形成に与
える影響は大きく、相互の関連性が深いことが明らかとなった。 
  
おわりに 
日本の福祉が抱えている問題と中国が今後、予測される課題には多くの共通点があると考え
られる。今、残されている介護の考え方を尊重しながら、現実に対応できる介護のあり方にさ
らに検討していく必要がある。それには、まだまだ情報が不足していることが明らかとなった。 
また、中国の福祉は地域格差が大きいだけに、今回調査した山岳地域においては、中国の文化 
的伝統であった「敬老思想」とそれに基づく「老親扶養意識」は、中国の都市地域と比較して、 
予想していた以上に残っていた。中国の伝統の中に残された介護に対する態度を調査するには、 
「認知、感情、行動」という３つの要素から、与えられる情報、所属集団、パーソナリテー、 
古典的条件付けなどの影響を受けて形成されている態度構造について調査する必要があると考 
える。 
本研究の結果は、山岳地域と言っても対象者が限定され、データとしての一般化は難しい 
さらに、都市、農村地域などのデータを収集しながら研究していくことで、中国の福祉と近い 
将来到来する超高齢社会に対応できる介護のあり方を研究して行くことが重要であると考える。 
 将来の介護、福祉を担っている若者が、誇りを持って働ける介護現場を作り上げて行くこと 
が重要である。それには介護関係の協力体制、連携も今後の課題であると考える。 
 
 
最後に、質問紙調査にご協力頂いただきました学校、大学関係の皆様に感謝いたします。 
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